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7 月 21 日に開催された土曜ハンズデーに親子ら
50 人が参加。竹の器作りを体験し、流しそうめ
んを楽しみました。

7月 25 ～ 27 日の 3日間開催さ
れた毎年恒例のビックリ夜店。
今年は綱引き大会が行われ、商
店街は大賑わいでした。

◆主な内容◆

2五戸地方畜産共進会

3夏の交通安全県民運動

4国民健康保険からのお知らせ

5青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会　体験報告

6３種混合ワクチンとポリオワクチンの接種について

きた～～～っ♪
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五戸地方畜産共進会
　第 47 回五戸地方畜産共進会がこのほど、新郷村の間木ノ平グリーン
パークで開催されました。当日は、生後経過月数や出産経験の有無など
で分けられた各部門に、五戸町と新郷村の畜産農家 17 戸が肉用牛 32 頭
を出品。肉付の良さや骨格の丈夫さなどを総合的に審査して優劣を競い
ました。
　五戸町からは髙屋正志さん（一ノ坪）の「まどか」号、高山代一郎さ
ん（荷軽井）の「はなふく」号がそれぞれ優等賞、立花豊治さん（ブド
ロク）の「かずいと」号が経産牛の特別賞を受賞しました。

高山代一郎さんと「はなふく」号

第 33 回三八地区農業委員大会
　第 33 回三八地区農業委員大会が、7 月 27 日（金）
五戸町立公民館において開催され、三八地区 7 市町村
から約 160 名が参加しました。
　三浦町長が開催地を代表して歓迎の挨拶を述べた
後、永年勤続農業委員の表彰のほか、前年度の大会に
おいて決議された要請事項の経過報告が行われまし
た。
　続いて、議事に入り、農業委員会制度の堅持と体制
の強化整備に関する要請として、
　①農業委員会の業務量が質・量ともに増大している
ため、市町村の財政事情に左右されない適正な事務実
施を可能とする農業委員会交付金の確保により、農業
委員会活動体制の強化と整備に必要な予算の確保を図
ること。

　②地域農業振興には農業委員会が大きな役割を果た
しており、地域・農業者に根ざした農業委員体制の整
備強化のために、今後とも独立した行政機関としての
農業委員会制度堅持と、さらなる発展がされるような
措置を講じること。
　また、地域の実情を見据えた遊休農地及び担い手育
成に関する要請として
　①相続手続きがなされていない耕作放棄地及び農地
について、継続的な耕作等の一定の条件のもとに、相
続手続きの支援措置を講じること。
　②相続人が不存在となっている耕作放棄地及び農地
について、継続的な耕作等の一定の条件のもとに、担
い手が当該耕作放棄地等を取得できるような支援措置
を講じること。
　以上の要請を審議し二議案とも満場一致で可決され
ました。本大会で決議された要望事項の実現に向けて
総力を挙げて運動を展開し、地域農業者の信頼と期待
に応えることを宣言した後、五戸町農業委員会の三浦
房雄会長がガンバローの三唱を行い大会を終了しまし
た。

【大会スローガン】
○遊休農地や無断転用の発生防止と農地の有効利用に

取り組もう。
○農業委員への女性、青年農業者等の登用を進めよう。
○人・農地プラン作成による地域の担い手づくりと農

地集積を進めよう。
○地域の活力を生む、農業６次産業化を進めよう。
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約 300 人の交通安全パレード 誓いの言葉を述べる五戸小児童

安協青年部による街頭キャンペーン

夏の交通安全県民運動

サッカー大会、ライブ、出店コーナーなどでにぎわい

2,000 発花火
　約 4,500 人の観客を魅了

ごのへ
　夏まつり

今年で8回目となる「ごのへ夏まつり」が8月4日
と5日の2日間、ひばり野公園で開催されました。

みちのく少年サッカー大会

ごのへ夏まつりイベント会場 浴衣で祭を楽しむ来場客 花火を見ようと集まった観客
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　ジェネリック医薬品は後発医薬品とも呼ばれ、先発

医薬品（新薬）の特許が切れた後に、新薬と同じ成分

で作られる薬のことです。

　新しい薬には２０～２５年の特許期間が与えられ、

開発メーカーのみが製造販売を行えます。

　しかし特許期間を過ぎると、他のメーカーも同じ成

分・効果の薬を製造できるようになります。

　こうして生まれた薬がジェネリック医薬品です。

　ジェネリック医薬品の成分は新薬と同じで、効き

目・安全性については新薬で確認済みです。

　薬の色や形などは新薬と異なりますが、成分は一緒

です。

　新薬の成分を使用するので、ジェネリック医薬品は

低コスト・短期間で作ることができます。

　そのため、価格も平均して新薬の約半額となり、と

ても経済的です。

　ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師に相談

するか、「ジェネリック医薬品希望カード」を提出し

てください。

　また、処方箋を薬局に提出する際、「ジェネリック

医薬品希望カード」も一緒に提出しましょう。

　風邪などの軽い病気であれば、大きな病院でも身近

な開業医でも治療内容はほとんど変わりません。開業

医は待ち時間も短く、体への負担が軽減されます。か

かりつけ医は自宅に近い開業医を選び、必要な場合は

かかりつけ医から適切な医療機関を紹介してもらいま

しょう。

※大きな病院では初診の患者は紹介状が必要で、紹介

状なしで受診する場合は特別料金が発生する場合もあ

ります。

　医療機関を紹介なく変更すると、その都度初診料が

かかり、医療費の無駄が発生します。

　また、何度も検査や処置・投薬などを行うので体に

も負担がかかります。かかりつけ医を持って、何かあっ

た場合は、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

　「夜は待ち時間が短いから」、「昼間は都合が悪いか

ら」などで、安易に休日や夜間に救急医療機関を受診

する人が増えています。　

　このままでは、緊急を要する重症患者への対応が遅

れるなど、本当に必要なときに救急医療機関を受診で

きなくなる場合があります。急病などのやむを得ない

場合を除いては、診療時間内に受診しましょう。

休日や夜間に子どもの容態が急変したら、まずは小
※

児

救急電話相談（＃ 8000）をご利用ください。

※全国同一の短縮番号 をプッシュする

ことにより、お住まいの都道府県の相談窓口に自動転送され、

小児科医師・看護師から子どもの症状に応じた適切な対処の仕

方や受診する病院などのアドバイスを受けられます。問役場住民課（国保班）　☎ 62 － 2111（内線 115）

国 民 健 康 保 険 からのお知らせ
ジェネリック医薬品を上手に利用
しましょう かかりつけ医を持ちましょう

休日や夜間の診療は控えましょう

重複受診はやめましょう

ジェネリック医薬品ってどんな薬？

効き目・安全性は新薬と同じ

ジェネリック医薬品は経済的

ジェネリック医薬品を処方してもらうには？

# 8 0 0 0
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青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会

◆梅を活か酢 ! 体験◆　7 月 22 日（日）　志村たえさん圃場

　三沢市や東北町などから
参加した 15 名の方が梅も
ぎの体験をしました。梅漬
けの講習会では、予定の時
間が足りないくらいの質問
があり、参加者は熱心にメ
モをとっていました。

　参加者全員で収穫した梅
は、20 箱以上になり、そ
の中から自分で、おみやげ
用の梅を選別しました。
　“帰ったら漬けます”と
いう方は、シソの葉や梅を
買い求めていました。

　昼食は、《長芋の梅和え》
を 作 り、《 ス ッ キ リ 梅 サ
ワー》など梅料理を味わい
ました。
　参加した方々は、お互い
に料理等の情報を交換しあ
い、楽しい時間を過ごしま
した。

問五戸町役場農林課　☎0178－ 62－ 2111　　五戸町観光協会　☎0178－ 62－ 7155

コミュニティ助成事業のお知らせ
　この助成事業は、財団法人　自治総合センターが宝くじの受託事
業収入を財源として、自治会などのコミュニティ活動に助成を行う
ことにより、地域社会の健全な発展を図るとともに、宝くじの社会
貢献広報事業として行うものです。
　今年度はこの事業により、町が事業実施主体となり助成を受け、
町関連や住民団体イベント時の貸出用として、長机 100 台、パイプ
椅子 300 脚、集会用テント 3 張を整備しました。

●助成対象団体　コミュニティ組織（自治会等の地域的な共同活動
を行っており、規約及び事業計画、予算書等が提出できる団体）
またはその連合体。（※特定目的のために組織された、宗教団体、
営利団体、公益法人、趣味の愛好会などは対象外）
●助成事業内容
　◆一般コミュニティ助成事業

　コミュニティ活動に直接必要な設備の整備に関する事業。1
件につき 100 万円から 250 万円まで。

　◆コミュニティセンター助成事業
　住民の需要実態に応じた機能を有する集会施設（コミュニ
ティセンター、自治会集会所等）の建設整備に関する事業。

　◆地域防災組織育成助成事業
　自主的に結成した組織（自主防災組織）、婦人消防クラブ又
はその連合体が行う防災活動に必要な資機材の整備等に関す
る事業。

　その他にも 5 つの助成事業があります。詳しい内容は、下記
の財団法人　自治総合センターホームページをご覧ください。　
http://www.jichi-sogo.jp/lottery/comunity
●その他　平成 25 年度のコミュニティ助成事業を希望される自治会

等は、11 月中旬までにお問合わせください。

問企画振興課　電話 62 － 2111（内線 232）
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保 護 者 の み な さ ま へ

3 種 混 合 ワ ク チ ン と

ポ リ オ ワ ク チ ン の

接 種 を 受 け ま し ょ う 。

2012（平成 24）年 9 月から、
不活化ポリオワクチンが導入されます。
◆生ポリオワクチンに代えて、不活化ポリオワクチンが導入されます。
◆単独の不活化ポリオワクチンの定期接種は、9 月 1 日から開始されます。
◆ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワクチン（DPT － IPV）の 4 種混合ワクチンの定期接種は、

11 月からの導入に向けて準備が進められています。

生後 3 ヶ月を迎えたら、
3 種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンの
接種を受けましょう。

◆ジフテリア・百日せき・破傷風（DPT） の 3 種混合ワクチンの接種を遅らせることはおすすめできません。
◆乳児が百日ぜきにかかると、重症化し、命に関わることもあります。
◆ 4 種混合ワクチンの導入を待つことはせず、生後 3 か月を過ぎたらできるだけ早く 3 種混合ワクチンを

接種することが望ましいです。

不活化ポリオワクチン導入前に
1 回目の生ポリオワクチンを接種した方は、
2 回目以降は不活化ポリオワクチンを
受けることになります。
◆生ポリオワクチンを 1 回接種した方は、2012（平成 24）年 9 月以降に不活化ポリオワクチンを 3 回

接種することになります。
◆生ポリオワクチンをすでに 2 回接種された方は、不活化ポリオワクチンの接種は不要です。

【 】ポリオワクチンに関する情報は、厚生労働省ホームページでご案内しています。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/pol io/index.html

問五戸町福祉保健課　☎ 0178 － 62 － 2111（内 134）
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不活化ポリオワクチンの定期接種は、
このように行います。
■接種方法が変わります
◆生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）

となります。

■不活化ポリオワクチンの接種方法は、3 種混合ワクチンと同じです
◆不活化ポリオワクチンの対象年齢、接種間隔、標準的な接種年齢は、これまでの 3 種混合ワクチン（DPT：

ジフテリア・百日せき・破傷風）と同じです。

■ 4 回（初回 3 回・追加 1 回）の接種が必要です
◆不活化ポリオワクチンは、初回接種として 20 日から 56 日までの間隔をおいて 3 回、また追加接種と

して初回接種終了後 6 か月以上の間隔をおいて 1 回、合計 4 回の接種が必要です。
（※）単独の不活化ポリオワクチンは、初回接種として 20 日以上の間隔をおけば接種可能であり、接種間

隔の上限はありません。
（※）単独の不活化ポリオワクチンは、追加接種が現在国内臨床試験実施中であり、今後、試験データが整

い次第、追加定期接種として実施開始する予定です。
◆海外等で既に不活化ポリオワクチンを 1 ～ 3 回接種されている方については、生後 90 月（7 歳 6 か月）

に至るまでの間であれば、不足分の接種を受けることができます。

■初回接種は生後 3 か月から 12 か月の間に受けましょう
◆標準的な初回接種（1 ～ 3 回目）の接種年齢は、生後 3 か月から 12 か月です。
◆生後 90 月（7 歳 6 か月）に至るまでの間であれば、過去に生ポリオワクチンを受けそびれた方も、不

活化ポリオワクチンの定期接種を受けていただくことが可能です。

■通年で接種できるようになります
◆生ポリオワクチンによる定期接種は、多くの市町村で春・秋に行われてきましたが、不活化ポリオワクチ

ン導入後は、多くの市町村で通年接種が可能になります。
◆多くの市町村では、市町村（保健所）での集団接種から、医療機関での個別接種に変更される予定です。

ポリオワクチンを接種することが、
ポリオを予防する唯一の方法です。
◆ 日 本 で は、2000 年 に ポ リ オ の 根 絶 を 報 告 し ま し た が、 世 界 に は、 今 で も 流 行 し て

い る 地 域 が あ り、 渡 航 者 な ど を 介 し て 感 染 は ど の 国 に も 広 が る 可 能 性 が あ り ま す。 
○ パ キ ス タ ン、 ア フ ガ ニ ス タ ン、 ナ イ ジ ェ リ ア な ど で は、 今 で も 流 行 が み ら れ ま す。 
○いったんポリオが根絶された中国などでも、最近流行が起こったことが報告されています。

◆ こ の た め、 ポ リ オ の 根 絶 に 向 け て、 世 界 中 で ワ ク チ ン の 接 種 が 行 わ れ て い ま す。 
○きちんとワクチンを接種し、ほとんどの人が免疫をもてば、海外でポリオが流行しても、国内での流行

　　を防ぐことができます。

「ポリオワクチン接種日変更」のお知らせ
　平成 24 年 10 月 1 日からポリオワクチ
ン接種が始まりますが、生ワクチンから
不活化ポリオワクチンに切り替えること
に伴い、接種日を増やしましたので、保
護者の皆様にお知らせいたします。
●平成 25 年 1 月からの日程及び 4 種混合予防接種日程については、随時お知らせしていきます。

変更前 変更後
平成 24 年 10 月 1 日（月） 平成 24 年 10 月 1 日（月）
平成 24 年 11 月 19 日（月） 平成 24 年 10 月 22 日（月）※
平成 24 年 12 月 17 日（月） 平成 24 年 11 月 14 日（水）※

平成 24 年 11 月 19 日（月）
平成 24 年 12 月 7 日（金）※
平成 24 年 12 月 17 日（月）
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救急病院

「正面玄関閉鎖時間」のお知らせ
平日：19時 45分～ 7時　土曜日14時～ 7時
日曜・祝日：完全閉鎖（※北口は通常どおり利用できます。）敷 地 内

全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 24年 9月 1日現在

救急指定病院 問五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 新井田修久 副 院 長 ○ 9:00～消化器検査 ○ ○ ○交替で

岡 本　 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○ ○
田 口　　 順 科 長 ○ ○ 9:00～消化器検査 ○ ○ ○交替で
藤 田　　 均 医 長 ○ ○ ○ 9:00～消化器検査 ○ ○交替で
八戸市立市民病院 救命救急センター ○ ○ ○

【糖尿病外来】池 端　 史 子 八 戸 市 ○ 9/4・11・18・25 ○ 9/5・12・19・26
【循環器内科】三 浦　 昌 人 東北大学 ○ 9/7・14・21・28
【循環器内科】東 山　 明 弘 三戸中央病院 ○ 9/4･18 午後
【消化器内科】応 援 医 師 弘前大学 ○消化器検査
外 科 蝦 名　 宣 男 院 長 ○ ○午後　乳腺・甲状腺外来 ○交替で

田 邊　　 淳 医療局長 ○ ○ ○交替で
安 藤　 敏 典 科 長 ○ ○ ○交替で

産 婦 人 科 井戸川敏彦 副 院 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東北大学 ○ 9/3 ○ 9/14 ○ 9/1・15

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４

整 形 外 科 三 上　 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４
応 援 医 師 労災病院 ○第１・３

脳神経外科 深 瀬　 栄 一 医療技術局長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約制
耳鼻いんこう科 袴田真理子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘前大学 ○ 9/1・15・29
皮 膚 科 応 援 医 師 東北大学 ○ 10:00 ～ ○ 10:00 ～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…受付時間：7:30 ～ 11:30
○第１・第３・第５土曜日（初診・再診）…受付時間：7:30 ～ 11:00
○第２・第４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

急患は受け付けします。

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

川
柳>

初
野
菜
漬
け
て
炒
め
て
卓
色
ど
る

沢
田　

良
子
（
上
市
川
）

五
輪
か
ら
刺
激
を
も
ら
い
果
樹
作
業

本
田　

昭
雄
（
又
重
舘
町
）

<

俳
句>

降
ら
ず
照
ら
ず
綿
入
れ
ほ
し
い
梅
雨
の
空

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

朝
散
歩
大
樹
よ
り
小
鳥
鳴
き
清
が
清
し

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

す
す
風
の
そ
よ
吹
き
庭
に
月
仰
ぎ

佐
々
木
は
る
の
（
上
市
川
）

<

短
歌>

テ
レ
ビ
見
ゆ
震
災
を
話
し
人
達
を

　

良
く
頑
張
っ
た
と
沁
み
じ
み
想
う

橘　

ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

晴
れ
舞
台
ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
バ
レ
ー

　

エ
ー
ス
「
木
村
」
の
活
躍
光
る

類
家　

清
美
（
菖
蒲
川
）

球
児
ら
の
光
る
汗
に
励
ま
さ
れ

　

猛
暑
の
り
越
す
喜
寿
の
ひ
と
夏

畑
山　

房
子
（
中
市
）

猛
暑
日
を
耐
え
た
る
吾
に
癒
せ
よ
の

　

言
葉
さ
な
が
ら
光
る
星
あ
り

甲

田　

悠
（
豊
間
内
）

七
夕
や
笹
に
飾
り
し
短
冊
に　

　

ね
が
い
を
込
め
て
今
日
も
頑
張
る

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

無
理
し
な
い
で
医せ
ん
せ
い師
と
夫つ
ま

に
言
わ
れ
て
も

　

畑
に
出
る
と
気
も
ち
す
っ
き
り
し

藤
村　

ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）
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情報ステーション

町
職
員
募
集
（
病
院
）

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

(1)
薬
剤
師　

1
名
程
度

(2)
看
護
師
・
助
産
師　

6
名
程
度

●
受
験
資
格

(1)
薬
剤
師　

概
ね
35
歳
ま
で
の

者
で
、
免
許
を
有
す
る
者
ま

た
は
平
成
25
年
5
月
31
日
ま

で
に
薬
剤
師
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
あ
る
者
。

(2)
看
護
師
・
助
産
師　

概
ね
45

歳
ま
で
の
者
で
、
現
に
看
護

師
（
助
産
師
）
免
許
を
有
す

る
者
ま
た
は
平
成
25
年
5
月

31
日
ま
で
に
看
護
師
（
助
産

師
）
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
あ
る
者
。

(3)
右
記
の
受
験
資
格
を
満
た
す

ほ
か
、
日
本
国
籍
が
あ
り
、

活
字
印
刷
文
の
出
題
に
対
応

で
き
る
者
。
ま
た
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条（
欠
落
条
項
）

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
者
は

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

ア
．
成
年
被
後
見
人
ま
た
は

被
保
佐
人

イ
．
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

ウ
．
五
戸
町
職
員
と
し
て
懲

戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年

を
経
過
し
な
い
者

エ
．
日
本
国
憲
法
施
行
の
日

以
降
に
お
い
て
、
日
本
国

憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政

党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入

し
た
者
。

●
試
験
の
日
時
及
び
場
所　

受
験

者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
手
続　

受
験
申
込
書
に
履

歴
書
、
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
五
戸
総
合
病
院
管
理
班
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
用
紙

は
、
五
戸
町
役
場
総
務
課
、
川

内
・
浅
田
・
倉
石
支
所
及
び
五

戸
総
合
病
院
管
理
班
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

●
受
付
期
間　

平
成
24
年
8
月
1

日
（
水
）
か
ら
9
月
28
日
（
金
）

ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
。

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
9
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
日　

平
成
25
年
4
月

1
日

問
五
戸
総
合
病
院
管
理
班

　

〒
0
3
9

－

1
5
1
7

　
　
　

五
戸
町
字
沢
向
17

－

3

　

☎
0
1
7
8

－

61

－

1
2
0
0

内
線
3
3
3

町
臨
時
職
員
募
集
（
病
院
）

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

(1)
臨
時
看
護
師　

1
人
程
度

(2)
パ
ー
ト
看
護
師　

2
人
程
度

●
受
験
資
格　

概
ね
50
歳
ま
で
の

者
で
、
免
許
を
有
す
る
も
の
。

●
勤
務
先　

五
戸
町
健
診
セ
ン

タ
ー

●
任
用
期
間　

平
成
24
年
9
月
1

日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま

で
（
契
約
更
新
あ
り
え
る
）

●
給
料

(1)
臨
時
看
護
師　

7
時
30
分
～

15
時
30
分
（
1
日
7
時
間
勤

務
）
月
額
17
万
円
程
度
、
社

会
保
険
、
通
勤
手
当
等
あ
り

(2)
パ
ー
ト
看
護
師　

7
時
～

12
時
（
1
日
5
時
間
勤
務
）　

時
給
1
、
0
4
0
円
程
度　

通
勤
手
当
等
あ
り

●
試
験
の
日
時
及
び
場
所　

受
験

者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
手
続　

受
験
申
込
書
に

履
歴
書
、
免
許
証
の
写
し
1
部

（
A4
判
）
を
添
え
て
、
五
戸
総

合
病
院
管
理
班
へ
提
出
。

　

※
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
用
紙

は
、
五
戸
町
役
場
総
務
課
、
川

内
・
浅
田
・
倉
石
支
所
お
よ
び

五
戸
総
合
病
院
管
理
班
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

平
成
24
年
8
月
1

日
（
水
）
か
ら
9
月
28
日
（
金
）

ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
。
郵

送
の
場
合
は
、9
月
28
日
（
金
）

必
着
。

問
五
戸
総
合
病
院
管
理
班

　

〒
0
3
9

－

1
5
1
7

　
　
　

五
戸
町
字
沢
向
17

－

3

　

☎
0
1
7
8

－

61

－

1
2
0
0

内
線
3
3
3

県
営
農
大
学
校
学
生
募
集

●
募
集
人
員　

70
名
（
畑
作
園
芸

過
程
、
果
樹
過
程
、
畜
産
過
程
）

●
修
業
年
限　

2
か
年
（
全
寮

制
）

●
受
験
資
格　

高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
（
卒
業
見
込
み
者
含

む
）、
ま
た
は
同
程
度
の
者

●
推
薦
選
考

　

◇
願
書
受
付

　
　

平
成
24
年
10
月
3
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
10
月
17
日
（
水
）

　

◇
選
考
日

　
　

平
成
24
年
11
月
13
日
（
火
）

●
一
次
募
集
試
験

　

◇
願
書
受
付

　
　

平
成
24
年
12
月
6
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
12
月
18
日
（
火
）

　

◇
試
験
日

　
　

平
成
25
年
1
月
16
日
（
水
）

●
経
費　

1
年
間
の
修
学
経
費
は

約
80
万
円
で
す
（
授
業
料
、
教

材
費
、
実
習
服
費
、
寮
費
、
食

費
、
各
種
資
格
試
験
受
験
料
な

ど
を
含
む
）。

問
青
森
県
営
農
大
学
校
教
務
研
修
課

　
☎
0
1
7
6

－

62

－

3
1
1
1

雇
用
・
資
格
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
事
業
募
集

　

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

財
団
で
は
県
内
各
地
の
産
業
振
興

や
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
対

し
支
援
し
て
い
ま
す
。
本
財
団
で

は
平
成
25
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
事
業　

人
材
育
成
、
技

術
・
商
品
開
発
、
市
場
・
販
路

開
拓
、
観
光
開
発
、
環
境
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
な
ど

●
対
象　

県
内
の
産
業
団
体
、
地

域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

●
助
成
金　

事
業
費
の
5
分
の
4

以
内

●
応
募
期
限　

10
月
31
日
（
水
）

問
㈶
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興
財
団

　

☎
0
1
7

－

7
7
3

－

6
2
2
2

　

役
場
企
画
振
興
課

　

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
2
3
2

原
動
機
付
自
転
車
等
の
手
続
き
に

つ
い
て

　

平
成
24
年
9
月
よ
り
役
場
各
支

所
に
お
い
て
、
次
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
で
き
る
も
の　

新
規
車

両
登
録
、
名
義
変
更
、
廃
車
、
標

識
取
替
（
車
両
は
変
え
ず
に
標
識

を
変
更
す
る
場
合
）、
車
両
変
更

（
標
識
は
変
え
ず
に
車
両
を
変
更

す
る
場
合
）

●
対
象
車　

原
動
機
付
自
転
車

（
50
㏄
以
下
、
90
㏄
以
下
、
125
㏄

以
下
）、
ミ
ニ
カ
ー
、
小
型
特
殊

自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
）

問
役
場
税
務
課

　

☎
0
1
7
8

－

62

－

7
9
5
4

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
々
へ

　

税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
ら
れ
て
来
ら
れ
た
方
々
か

ら
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約

87
万
件
の
次
の
よ
う
な
未
返
還
の

保
管
証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り

ま
す
。

◆
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
ら

れ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
。

◆
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州
（
藩

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
自
治

会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も

の
。

【
保
管
証
券
類
と
は
…
】

　

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止

さ
れ
た
一
定
額
を
超
え
た
も
の
に

つ
い
て
上
陸
港
で
引
き
揚
げ
者
か

ら
税
関
が
預
か
っ
た
『
上
陸
港
扱

い
の
保
管
物
件
』。
外
地
か
ら
の

引
き
上
げ
の
際
、
在
外
公
館
ま
た

は
日
本
人
自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、

最
終
的
に
税
関
に
移
管
さ
れ
た

『
外
地
扱
い
の
保
管
物
件
』
が
あ

り
ま
す
。

　

返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま

せ
ん
。『
も
し
か
し
た
ら
家
に
も

…
』
と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門

　
☎
0
1
3
8

－

40

－

4
2
4
4

　

〒
0
4
0

－

8
5
6
1

　
　

函
館
市
海
岸
町
24

－

4

　
　
　
　

函
館
港
湾
合
同
庁
舎
内

問
八
戸
税
務
署

　

☎
0
1
7
8

－

33

－

0
4
2
3

　

〒
0
3
1

－

0
8
3
1

　
　

八
戸
市
築
港
町
2
丁
目
16

　
　
　
　

八
戸
港
湾
合
同
庁
舎
内

函
館
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/hakodate/

五
戸
町
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
開
始

　

町
で
は
要
援
護
者
の
中
で
、
こ

の
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
し
た
方

に
つ
い
て
台
帳
を
作
成
し
、
防
災

関
係
機
関
等
へ
提
供
し
、
地
域
の

中
で
の
日
頃
の
見
守
り
と
災
害
時

の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

●
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
方

で
、
家
族
等
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
、
ま
た
は
家
族
等
だ
け

で
の
支
援
が
困
難
で
、
第
三
者

の
支
援
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る

「
ひ
と
り
で
避
難
が
で
き
な
い

方
」
を
い
い
、
町
で
は
次
の
よ

う
な
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
概
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
要
介
護
者

④
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

⑤
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
方

●
登
録
希
望
の
方

　

申
請
書
（
配
布
し
ま
す
が
、

役
場
介
護
保
険
課
、
福
祉
保
健

課
、
総
務
課
、
各
支
所
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
も
入
手
で
き
ま
す
）
に
記
入

押
印
の
う
え
介
護
保
険
課
、
福

祉
保
健
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で

提
出
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
隣
近
所
で
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
原
則
と
し
て

自
ら
見
つ
け
て
い
た
だ
き
登
録

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
役
場
介
護
保
険
課
・
福
祉
保
健
課

　
☎
62

－

2
1
1
1
（
代
表
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年

9
月
ま
で
の
1
年
間
に
医
療
費
助

成
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
者　

次
の
①
～
④
い

ず
れ
か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
（
平
成
16
年
10
月
以
降
に

情報ステーション

募
集

税
金

介
護
・
福
祉
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情報ステーション

◆図書館新着Books ◆
●開館時間　　　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 9 月の休館日　3 日、10 日、18 日、24 日、28 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　℡６１－１０４０

【今月のおすすめ】
鍵のない夢を見る

（辻村深月 / 著　文藝春秋）
町の中に、家の中に、犯罪の種は眠ってい
る…。普通の町に生きるありふれた人々に
ふと魔が差す瞬間、転がり落ちる奈落を見
事にとらえ、現代の地方の姿を鋭く衝く全
5 編を収録。『オール讀物』ほか掲載作を
単行本化。第 147 回直木賞受賞作。 

アーヤと魔女
（ダイアナ・ウイン・ジョーンズ / 作　徳間書店）
魔女の家にひきとられ、毎日こきつかわれ
ていたアーヤは、黒ネコといっしょに魔法
の本を読んで、魔女に立ち向かうための呪
文を作ることに…。豪華なカラー挿絵を付
した、「ハウルの動く城」原作者の遺作。

■一般　■ヤングアダルト
メンタリズム　恋愛の絶対法則 （DaiGo）
不謹慎　酒気帯び時評 50 選 （坪内祐三・福田和也）
東北おやつ紀行 （市川慎子）
ﾄｯﾄちゃんと地球っ子たち　黒柳徹子ユニセフ親善大使 28 年の全記録 （田沼武能）
ドキュメント単独行槽難 （羽田田治）
冥土めぐり ( 鹿嶋田真希 )
空飛ぶ広報室 （有川浩）
残穢 （小野不由美）
海賊とよばれた男 （百田尚樹）
架空列車 （岡本学）

■児童
500 円玉の旅　お金の動きがわかる本 （泉美智子）
まいごになった子どものクジラ （越智隆治）
日曜日の朝ごはん （碧海酉葵）
クマを追え！ブレット　軽井沢クマ対策犬ものがたり（あかいわしゅうご）
おひさまやのたんぽぽスプレー （茂市久美子）
光への階段　15 歳の自由帳 （宮下自由）
南から来た男 （金原瑞人編訳）
はしれはやぶさ！とうほくしんかんせん （横溝英一）
凸凹ぼしものがたり （あんびるやすこ）
ゆっくりおやすみにじいろのさかな（マーカス・フィスター）

交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
交
付

時
の
年
齢
が
65
歳
未
満
）
で
、

世
帯
の
所
得
等
が
一
定
以
下
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級

②
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
の
う

ち
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
機

能
障
害

③
愛
護
手
帳
（
療
育
手
帳
）
Ａ

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

●
持
参
す
る
も
の　

右
記
①
～

④
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
本

人
名
義
の
通
帳

●
受
付
期
間

　

平
成
24
年
9
月
3
日
（
月
）

　
　
　
　

～
9
月
7
日
（
金
）

問
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
62

－

2
1
1
1
内
線
1
3
8

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部
参
観
デ
ー

●
日
時

　

9
月
12
日
（
水
）
9
時
～
16
時

●
内
容

　

ぶ
ど
う
等
の
果
樹
試
験
圃
場
の

公
開
、
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開

設
、
主
要
成
果
の
資
料
展
示
、
ぶ

ど
う
や
も
も
等
の
展
示
・
試
食
、

な
し
果
樹
品
評
会
、
農
業
資
材
や

農
産
物
加
工
品
、
農
業
図
書
等
の

展
示
・
販
売
な
ど

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

五
戸
町
扇
田
字
長
下
タ
2

　

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

り
ん
ご
研
究
所
県
南
果
樹
部

　

☎
0
1
7
8

－

62

－

4
1
1
1

障
害
者
就
職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸
で
は
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た

障
害
者
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
所
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
問
い
合

わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

●
場
所　
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
戸
専
門
援
助
部
門

　
☎
0
1
7
8

－

22

－

8
6
0
9

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
の
ご
案
内

　

突
然
、
交
通
事
故
に
遭
う
と
、

何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
戸

惑
う
の
は
当
然
で
す
。
交
通
事
故

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
県

の
交
通
事
故
相
談
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は

・
ど
ん
な
賠
償
請
求
が
で
き
る

の
か
？

・
損
害
賠
償
の
額
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
？

・
賠
償
金
の
支
払
い
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
？

・
示
談
の
仕
方
は
？

・
損
害
保
険
会
社
と
の
交
渉
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

●
相
談
は
、
無
料
で
す
。

●
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
面
接
相
談
の
ほ
か
、
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
手
紙
の
相
談
に
も

対
応
し
ま
す
。

問
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

　
　
　
　
　

青
森
県
庁
北
棟
1
階

　
☎
0
1
7

－

7
3
4

－

9
2
3
5

五戸ドーム・倉石ス
ポーツセンターの閉館
時間の変更について

五戸まつり期間中
の 8 月 31 日（金）
～ 9 月 2 日（日）
は午後 5 時となり
ますのでご了承く
ださい。

お

知
ら
せ
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【
与
謝
野
夫
妻
の
五
戸
遊
草
㊦
】

　

大
正
14
年
初
春
、
与
謝
野
鉄

幹
・
晶
子
夫
妻
か
ら
長
文
の
手
紙

が
保
順
宅
に
届
い
た
。
内
容
は
雑

誌
「
明
星
」
再
刊
を
願
う
資
金
の

話
や
五
戸
で
の
揮
毫
会
（
き
こ
う

か
い
）、
講
演
会
の
計
画
、
そ
し

て
十
和
田
湖
遊
草
の
旅
な
ど
を
述

べ
て
い
た
。

　

彼
岸
の
中
日
に
当
た
る
14
年
9

月
21
日
（
秋
分
の
日
）、
与
謝
野

夫
妻
が
尻
内
か
ら
大
竹
宅
に
旅
の

心
を
休
め
た
。

　

そ
の
日
は
町
民
が
仏
壇
に
ダ
ン

ゴ
を
供
え
先
祖
を
供
養
す
る
中
日

で
あ
っ
た
。
鉄
幹
は
山
も
り
に

な
っ
た
ダ
ン
ゴ
を
見
て
、「
京
都

の
お
寺
で
見
る
ダ
ン
ゴ
よ
り
大
き

い
」
と
、
び
っ
く
り
し
て
ダ
ン
ゴ

を
手
に
取
っ
て
み
た
と
い
う
。

　

与
謝
野
夫
妻
の
色
紙
一
枚
3

円
、
短
冊
8
円
講
演
料
50
円
の
謝

礼
が
相
場
だ
っ
た
。

《
鉄
幹
の
句
》

秋
に
来
て
、
五
戸
の
川
の
板
橋
を

そ
の
里
人
と
共
に
行
く
か
な

《
晶
子
の
句
》

南
部
郷
五
戸
の
館
の
丘
に
立
つ

十
和
田
の
方
に
日
の
落
ち
る
と
て

　

翌
22
日
、
十
和
田
湖
に
向
か
っ

て
歩
き
、
奥
入
瀬
渓
流
を
散
策
、

子
ノ
口
、
宇
樽
部
、
休
屋
と
天
下

の
景
勝
地
に
一
泊
、
貴
町
の
一
声

は
「
み
ぞ
れ
で
ふ
る
え
た
」
と
。

　

菊
万
の
庭
園
で
名
士
30
人
が
記

念
の
写
真
に
納
ま
り
、
そ
の
時
の

祖
父
や
父
の
写
真
を
子
孫
は
大
切

に
保
存
し
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
10
年
11
月
9
日
、

町
文
化
協
会
は
旧
代
官
所
裏
の
高

台
に
大
き
な
碑
を
建
て
後
世
に
伝

え
て
い
る
。

【
五
戸
町
の
観
桜
会
の
ア
ー
チ
作
り
】

　

大
正
14
年
、
皇
太
子
殿
下
の
結

婚
記
念
を
祝
っ
て
地
元
の
若
者
達

十
数
人
が
、
五
戸
八
幡
境
内
及
び

八
幡
坂
に
約
百
本
の
吉
野
桜
を
植

え
、
昭
和
10
年
5
月
、
五
戸
町
の

観
桜
会
を
根
岸
八
幡
宮
で
開
く
。

　

当
時
の
若
者
達
は
、
五
戸
橋
と

伝
兵
衛
丁
入
口
に
杉
の
門
を
一
日

が
か
り
で
作
り
、
人
集
め
に
は
臨

時
の
音
楽
隊
を
編
成
。
町
内
を
ね

り
歩
き
、
約
500
人
が
集
ま
っ
た
と

孫
た
ち
が
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
2
会
場
は
新
丁
の
立

場
公
園
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

ひ
ば
り
野
公
園
、
続
い
て
小
渡
平

公
園
と
変
わ
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　

三　

浦　

榮　

一

№ 211

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
�

　

与
謝
野
夫
妻
の
五
戸
遊
草
㊦
な
ど
」

広
報
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ま
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№
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3
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左
か
ら
大
竹
保
順
、
松
尾
由
郎
、
一
人

お
い
て
与
謝
野
晶
子
、
与
謝
野
鉄
幹
、

木
村
の
皆
さ
ん

与
謝
野
鉄
幹
夫
妻
の
文
学
碑
除
幕
式

（
平
成
10
年
11
月
9
日
）

川
原
町
の
歓
迎
ア
ー
チ

（
昭
和
10
年
5
月
吉
日
）

町 の 人 口
（前月対比）

男 9,207 人 （＋ 7）

女 9,916 人 （＋ 30）

総人口 19,123 人 （＋ 37）

世帯数 6,992 世帯（＋ 7）

平成 24年 8月 1日現在

※
改
正
住
民
基
本
台
帳
法
の
施
行

に
よ
り
7
月
9
日
か
ら
住
民
基

本
台
帳
に
外
国
人
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

会場／五戸町大字倉石中市字小渡地内
午前9：00～午後4：00
　　　　　　（※雨天決行）

■ 特産品の販売・飲食物の出店
■ 町民グラウンド・ゴルフ大会（８日）
■ 高級倉石牛肉の販売（午前10：00～）
■ グリーンツーリズム体験

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
10/７（日）・10/８（月・祝）

2,000円2,000円2,000円

2,400枚2,400枚2,400枚
（倉石牛肉200g入、野菜付）

なんと！

前売券のみ
限定

問  役場農林課  TEL 62－2111  内線266

●倉石牛肉焼肉コーナー●倉石牛肉焼肉コーナー



9月9日は救急の日
こんな症状が見られたら、ためらわずに119番に連絡してください！

重大な病気やけがの可能性があります。

顔

手足

頭

胸や背中

腹

●顔半分が動
きにくい、
あるいはし
びれる
●ニッコリ笑
うと口や顔
の片方がゆがむ
●ろれつがまわりにくい、
うまく話せない
●視野がかける
●ものが突然二重に見え
る
●顔色が明らかに悪い

●突然のしびれ
●突然、片方の腕や足に力が入
らなくなる

●突然の激しい頭痛
●突然の高熱
●支えなしで立てないぐらいふ
らつく

●突然の激痛
●急な息切れ、呼吸困難
●胸の中央が締め付けられる
ような、または圧迫される
ような痛みが2～3分続く
●痛む場所が移動する

●突然の激しい腹痛
●持続する激しい腹痛
●吐血や下血がある

　9月9日（日）～9月15日（土）までの1週間、「五戸ちゃんねる」にて応急手当の映像を放映します。
是非、ご覧ください。
　また、9月9日（日）は、五戸町図書館において、救急展を開催いたします。
　救える命を救うために、応急手当てを身につけましょう！！
　救命講習を受けたい方は、お気軽にご相談ください。
問五戸消防署　救急隊　☎ 0178－ 62－ 3140

意識の障害
●意識がない（返事がない）またはおかしい（も
うろうとしている）
●ぐったりしている

けいれん
●けいれんが止まらない
●けいれんが止まっても、意識が戻らない

けが・やけど
●大量の出血を伴う外傷
●広範囲のやけど

吐き気
●食べ物をのどにつまらせて、　呼吸が苦しい
●変なものを飲み込んで、　意識がない

事故
●交通事故にあった（強い衝撃を受けた）
●水におぼれている
●高所から転落

◎その他、いつもと違う場合、様子
がおかしい場合



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

毎年 1回
健診を受けましょう

今月の納期

特定健康診査等の申し込みは
役場福祉保健課へ
お電話ください！
TEL ６２－７９５８

（1）夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交
通事故防止（特に、反射材用品等の着用の推
進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

（2）全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底

（3）飲酒運転の根絶

納期限10月1日（月）
固定資産税　　第3期
国民健康保険税　第3期
介護保険料　　　第2期

日 記念日等 行　　　事　　　等

17 月 敬老の日

18 火 2歳6か月児健康相談（平成22年2月・3月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

19 水 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

20 木 ● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● 五戸町戦没者追悼式 10：30 ～ 町立公民館大ホール

21 金 ● トコトコ教室（川内地区）  9：30 ～ 11：30 瑞穂館

秋
の
交
通
安
全
運
動

22 土 秋分の日

23 日 ● 第 44 回　五戸町民運動会  8：45 ～ ひばり野公園陸上競技場

24 月 三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

25 火

26 水

27 木

28 金
4 か月児健康診査（平成 24 年 5 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター
● とことん元気教室（又重地区）  9：30 ～ 11：30 倉石温泉

29 土

30 日

運
動
の
重
点

秋の交通安全運動
９月２１日（金）～９月３０日（日）



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

2 0 1 2 年

平成24年度
9月

月 間 メ モ

日 記念日等 行　　　事　　　等

1 土
● 五戸まつり　中日

● 五戸地方小・中学校親善相撲大会  9：00 ～ 15：00 五戸小学校相撲場

2 日
● 五戸まつり　お還り

● 第 20 回青森県民駅伝競走大会 12：20 スタート 青森市

3 月
ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

4 火
10 か月児健康相談（平成 23 年 10 月・11 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

● 敬老会（倉石地区） 11：00 ～ 倉石コミュニティセンター

5 水 ● 敬老会（旧五戸地区） 11：00 ～ アピル五戸

6 木

7 金
● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

● 敬老会（川内地区） 11：00 ～ アピル五戸

8 土
● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

● 敬老会（浅田・豊間内地区） 11：00 ～ アピル五戸

9 日
菊の節句

重陽の節句

● 古文書解読講習会 10：00 ～ 11：30 町図書館

● 第 37 回青森県スポーツ少年団フェスティバル柔道競技会  9：30 ～ 五戸中学校体育館

10 月
三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院
Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

11 火

12 水 宇宙の日

13 木 ● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

14 金 1歳6か月児健康診査（平成23年2月・3月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

15 土

16 日



2 0 1 2 年

平成24年度
10月

月 間 メ モ

赤い羽根共同募金運動（～ 12月）

日 記念日等 行　　　事　　　等

1 月 法の日
ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

2 火 6か月児健康相談（平成24年2月・3月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

3 水 ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

4 木 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

5 金 ● トコトコ教室（浅田地区）  9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

6 土

7 日

8 月 体育の日

9 火 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

10 水 三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

11 木
● トコトコ教室（旧町内地区）  9：30 ～ 11：30 町立公民館
● とことん元気教室（石沢地区）  9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

12 金 3 歳児健康診査（平成 21 年 6 月・7 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

● 移動図書館巡回日  9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

13 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

14 日 ● 第３６回五戸町民歩こう会 岩手県「八幡平」

● 古文書解読講習会 10：00 ～ 11：30 町図書館

15 月 ● とことん元気教室（中市地区）  9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

16 火


